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１ 学校概要

〇 対象校：新見市立哲多中学校
・生徒数71名（全校）

〇 対象部活動：軟式野球部
・部員数23名

1年生7名（男子7名）
2年生7名（男子5名、女子2名）
3年生9名（男子9名）
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２ 研究の目的

〇 現状と課題
・全体的に体が小さい生徒が多い
・朝食を欠食している生徒がいる
・栄養のバランスやスポーツ栄養についての
知識が不十分な生徒がいる

〇 達成目標
・筋肉量が増加した生徒 70％以上
・朝食を毎日食べている生徒 10％以上増加
・栄養のバランスが大切だと考える生徒の増加
・運動前後にどんなものを食べるとよいか知って
いる生徒の増加
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〇 研究計画



３ 取組内容
〈軟式野球部（生徒・保護者）〉
6月 環太平洋大学 保科圭汰先生による講話

「パフォーマンスを最大限に発揮する
試合前後の栄養補給のポイント」

環太平洋大学野球部員による実技指導
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３ 取組内容
〈軟式野球部〉
個人別目標の設定、部活動顧問・栄養教諭に
よる継続した体組成、ヘモグロビン値測定
及び栄養指導
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３ 取組内容

〈軟式野球部〉
食事調査、ヘモグロビン値についての栄養教諭
による個別の結果説明
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３ 取組内容

〈軟式野球部〉
８月 環太平洋大学 眞鍋芳江先生による講話

「野球選手のための栄養講座」
食育SAT、市健康医療課 ベジチェック
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３ 取組内容

〈学校全体〉
6月 3年生学級活動「勝負めし献立を考えよう」

養護教諭、栄養教諭によるT・T
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〈献立名〉
玄米ごはん 牛乳
ウイン（win）ナー
げんきサラダ

エッグいスープ（かきたま汁）

いよかん（いい予感）ゼリー

10月1日 市内の小中学校に提供



３ 取組内容
〈学校全体〉
栄養教諭による給食時指導
1年生 「朝食の大切さについて」
1・2年生 「スポーツと食事について」
3年生 「中学生に必要な食事量について」
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３ 取組内容

〈学校全体（職員研修）〉
8月 大塚製薬 熱中症対策アドバイザー

山内翔先生による講話
「熱中症の予防について」
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３ 取組内容

〈哲多中学校区全体〉
10月 PTA教育講演会
天満屋ランニング事業部 谷本観月先生
天満屋女子陸上部管理栄養士 向井智春先生
「ランナーとしての心と身体づくりと

パフォーマンスを支える食事」
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３ 取組内容

〈新見市全体〉
食育だよりで掲載（成長期に必要な栄養素について）
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４ 成果と課題
＜軟式野球部の成果 ①体格の変化＞
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・身長、体重の増加
（157.8㎝→163.6㎝、49.4ｋｇ→54.2ｋｇ）

・筋肉量の増加（37.5ｋｇ→38.9ｋｇ）
・筋肉量が増加した生徒の割合 67％
・個人目標を達成した生徒 9名中7名（77.8％）
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４ 成果と課題
＜軟式野球部の成果 ①体格の変化＞
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・肥満度の改善
標準の生徒（-1.1％→-0.4％）
軽度肥満の生徒（31.1％→24.1％）
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４ 成果と課題

＜軟式野球部の成果 ➁意識の変化（N＝23、ｎ＝21）＞
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４ 成果と課題
＜軟式野球部の成果 ➂行動の変化＞

・PFCバランスの適正化（N＝14、ｎ＝11）
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４ 成果と課題
＜軟式野球部の成果 ➂行動の変化＞

・朝食を毎日食べる生徒 （N＝23、ｎ＝21） 69.2％→75％

【1・2年のみ（N＝14、ｎ＝12）】
・食事の量を増やすようになった生徒 75％

(そのうち筋肉量が増加した生徒78％）
・補食を考えて食べるようになった生徒 50％
・体重や筋肉量を気にするようになった生徒

33.3％
・補食を変えた生徒 25％

19



４ 成果と課題
＜軟式野球部の成果 ④保護者の変化＞

【1・2年保護者のみ（N＝14、ｎ＝9）】
（家庭での変化）
・補食として持たせるものを変えた 44.4％
・子どもの食事の量を増やした 33.3％

（保護者から見た生徒の変化）
・補食の内容を気にするようになった 33.3％
・体重や筋肉量を気にするようになった 33.3％
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＜学校全体の成果（N＝71、ｎ＝63）＞
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４ 成果と課題

・自分の体に必要な食事の量を知っている生徒
70％→76％

・毎日給食を残さず食べている生徒 67％→73％
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４ 成果と課題

＜課題＞
・朝食を毎日食べている生徒（N＝71、ｎ＝63）

76％→76％（変化なし）
・栄養のバランスを考えて食事をすることが、
将来の健康のために大切だと思う生徒

（N＝71、ｎ＝63）

97％→97％（変化なし）

〇食環境や生活習慣の変容には、保護者の
協力が不可欠であるため、継続的な指導と
保護者への広報の工夫、連携が必要である
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５ 提案等

〇部活動顧問や養護教諭等学校、保護者と
の連携

〇定期的な体組成計測、ヘモグロビン値測定等
による体の変化の見える化＋適した栄養指導

〇食育SAT、ベジチェック等の活用

〇市の健康医療課等との連携
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６ まとめ

〇定期的な体組成等の測定と、測定結果に
基づいた食の指導により、生徒の食に関す
る意識の変化、実践につながった

〇学校、給食センター、市の健康医療課等と
の連携により、効果的な取組ができる

〇食環境、生活習慣の変容のためには継続
した指導と家庭との連携が必要である
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